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【背景】Short-coupled variant of torsade de pointes（scTdP）は特発性心室細動のひとつで，著し

く連結期の短い心室期外収縮（＜ 300 msec）から多形性心室頻拍が出現する．本疾患は比較的若年

者に多く見られ，通常器質的な心疾患は見られず，安静時 12誘導心電図の所見は正常であることが

多い．【対象と方法】scTdPと診断した 5例（37± 8歳，男性 2例）で，QTcは 429± 30 msec，全

症例に J波や Brugada心電図は認めなかった．また，心エコーや心臓カテーテル検査で，器質的な

異常は認めなかった．薬物による再発予防を検討した．【結果】心室期外収縮の連結期は 284±

17 msecと非常に短く，QRS幅は 132± 11 msecと比較的狭かった．心室期外収縮の波形は 5症

例中の 4症例で左脚ブロック，左軸偏位を示した．全症例に植込み型除細動器植込みが行われ，2症

例でベラパミルによる二次予防により再発は認めていない．特に 1例では electrical stormを抑制し

えた．そのほかの 3例は無投薬で経過観察中であったが，うち 1例で心室細動の再発を認めた． 

【結語】scTdPと診断しえた 5症例を経験した．ベラパミルの投与は scTdPの発症を抑制することが

期待された．
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